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教育行政評価は，「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条に基づき，

教育委員会が毎年，教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い，その結果を議会に提出するとともに，公表するものです。 

評価については，まず，教育行政運営方針の主要事業について，各事業の達成目標と

目標達成のための手段を確認し，どのように運営したのか，結果，工夫した取り組み，

課題等について事業担当課が自己評価を行い，当該事業について，鹿嶋市教育行政評価

委員会において，有識者の視点で評価をしていただきました。 

教育行政を進めるにあたっては，各事業の点検・評価・検証が重要となります。これ

まで先進的な取り組みを行い高い評価を得てきた事業の中にも，さらに今後，次の段階

を目指し，見直しや検討が必要となるものがあることも明確になりました。また，新型

コロナウイルス感染症の感染拡大により，予定していた事業の中止や方法の変更など，

多くの事業で影響を受けました。今後は，そのような事態になっても，事業を中止する

ことなく，継続できるよう新たな手法も必要となりました。 

今回の評価委員会の中でご指摘いただいた改善点等を今後の教育行政の方向性や施

策に反映し，鹿嶋市の教育の発展につなげてまいりたいと思います。 

結びに，鹿嶋市教育行政評価委員会では３回にわたる熱心で慎重なるご審議をいただ

いた各委員の皆様に対し，深く感謝申し上げます。 
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